
【
相
良
藩
田
沼
家
八
代
・
田
沼
玄
蕃
頭
意
尊
（
お
き
た
か
）
邸
跡
。
曽
祖
父
は
、
田
沼
意
次
（
お
き
つ
ぐ
）
】

　
文
久
三
年
（
一
八
六
三
年
）
一
月
、
清
河
八
郎
の
建
白
に
よ
っ
て
「
浪
士
組
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
「
浪
士
組
」
を
率
い
て
入
京
し
た
清
河
は
、
幕
府
の
意
向
に
反
し
て
「
浪
士
組
」
を
【
攘
夷
の
尖

兵
】
と
し
て
朝
廷
に
付
託
し
よ
う
と
し
た
。

　
こ
の
事
態
に
幕
府
は
慌
て
て
「
浪
士
組
」
を
江
戸
に
呼
び
戻
し
た
が
、
一
部
の
浪
士
（
芹
沢
・
近
藤
ら
十
七

名
）
は
江
戸
へ
の
帰
還
を
拒
絶
す
る
。

　
彼
ら
は
、
後
に
「
壬
生
浪
士
組
」
と
な
り
、
「
新
選
組
」
の
母
体
と
な
る
。

　
文
久
三
年
三
月
、
「
浪
士
組
」
の
内
、
「
新
選
組
」
に
加
わ
ら
ず
に
清
河
八
郎
と
共
に
江
戸
に
戻
っ
た
浪
士
た

ち
は
、
江
戸
で
【
尊
皇
攘
夷
活
動
】
を
行
お
う
と
し
た
。
【
ま
ず
、
本
所
三
笠
町
・
小
笠
原
加
賀
守
屋
敷
を
屯
所

と
す
る
が
、
九
月
に
閉
鎖
】

　
し
か
し
、
幕
府
は
先
手
を
打
っ
て
、
先
ず
「
偽
浪
士
組
」
を
放
っ
て
、
市
中
で
略
奪
を
行
わ
せ
た
が
、
此
れ
は

直
ぐ
に
清
河
に
見
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
清
河
は
、
浪
士
た
ち
に
外
出
を
禁
止
し
て
偽
者
を
炙
り
出
し
、
「
浪
士
組
」
で
捕
ま
え
る
と
町
奉
行
所
に
は
引

き
渡
さ
ず
、
河
原
に
晒
し
首
に
し
て
し
ま
っ
た
。

勿
論
、
高
札
に
は
幕
府
の
策
謀
が
記
さ
れ
、
幕
府
の
面
目
は
大
い
に
損
な
わ
れ
た
。

事
態
を
重
く
見
た
幕
府
は
佐
々
木
只
三
郎
ら
に
命
じ
、
文
久
三
年
四
月
十
三
日
、
清
河
を
暗
殺
し
た
。

　
こ
う
し
て
「
浪
士
組
」
の
動
き
を
封
じ
た
幕
府
は
、
四
月
十
五
日
、
正
式
に
「
新
徴
組
」
と
命
名
し
、
江
戸
市

中
警
備
を
命
じ
た
。

　
当
初
、
「
新
徴
組
」
は
、
若
年
寄
支
配
で
あ
っ
た
が
、
幕
府
自
体
が
内
部
に
山
岡
鉄
太
郎
、
高
橋
泥
舟
な
ど
の

清
河
シ
ン
パ
を
抱
え
て
い
た
た
め
に
、
却
っ
て
活
動
が
尊
王
・
佐
幕
の
ど
っ
ち
つ
か
ず
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
新
徴
組
」
は
、
活
動
の
方
向
性
を
見
失
い
、
不
行
跡
が
続
き
、
評
判
も
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
事
態
を
鑑
み
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）
五
月
、
「
新
徴
組
」
は
江
戸
市
中
警
備
を
受
け
持
つ
「
庄

内
藩
酒
井
家
」
（
酒
井
家
は
、
徳
川
四
天
王
の
一
人
と
し
て
数
え
ら
れ
た
酒
井
忠
次
を
祖
と
す
る
名
家
）
に
預
け

ら
れ
、
こ
れ
ま
で
五
藩
で
分
担
し
て
い
た
市
中
警
備
は
こ
れ
以
降
「
庄
内
藩
」
に
託
さ
れ
た
。

し
か
し
、
幕
臣
か
ら
庄
内
藩
預
か
り
へ
の
降
格
は
隊
士
に
衝
撃
を
与
え
、
脱
退
す
る
者
・
水
戸
天
狗
党
に
参
加
す

る
も
の
な
ど
が
相
次
い
だ
。

然
し
な
が
ら
、
大
任
を
受
け
た
庄
内
藩
は
、
江
戸
の
地
理
に
精
通
し
た
「
新
徴
組
」
を
大
い
に
活
用
し
、
「
新
徴

組
」
も
発
奮
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
江
戸
の
治
安
は
回
復
し
、
「
酒
井
な
け
れ
ば
江
戸
は
立
た
ぬ
　
御
回
り
さ
ん
に
は
泣
く
子
も
黙

る
」
と
ま
で
、
謳
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）
十
月
、
大
政
奉
還
後
「
新
徴
組
」
は
一
旦
解
散
し
た
が
、
隊
士
は
家
族
と
共
に
奥

州
の
領
地
に
帰
る
「
庄
内
藩
」
に
付
随
し
て
奥
州
に
入
っ
た
。

　
ま
た
、
戊
辰
戦
争
（
慶
応
四
年
／
明
治
元
年
・
一
八
六
八
年
〜
明
治
二
年
・
一
八
六
九
年
）
後
は
、
正
式
に
庄

内
藩
士
と
な
り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）
に
は
通
称
「
新
徴
屋
敷
」
を
与
え
ら
れ
た
が
、
戊
辰
戦
争
の
処
分

で
「
庄
内
藩
」
は
減
封
さ
れ
た
た
め
、
藩
を
挙
げ
て
の
開
墾
事
業
に
否
応
無
く
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
関
東
出
身
の
隊
士
が
多
い
「
新
徴
組
」
に
は
、
東
北
の
開
拓
は
厳
し
く
、
脱
走
者
が
相
次
い
だ
た

め
、
藩
は
厳
し
い
処
置
を
も
っ
て
臨
ん
だ
結
果
、
十
年
後
の
明
治
十
四
年
七
月
の
人
員
名
簿
再
調
査
時
に
は
、
往

時
二
百
名
近
い
隊
士
が
居
た
「
新
徴
組
」
で
あ
っ
た
が
、
僅
か
十
一
名
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
非
常
に
悲
哀
に

満
ち
た
も
の
と
な
っ
た
。

「
新
選
組
」
に
比
べ
る
と
、
「
新
徴
組
」
は
知
名
度
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
其
の
最
期
の
悲
惨
な
結
末
か
ら
か
、
現

代
に
お
い
て
は
、
歴
史
上
か
ら
そ
の
名
が
忘
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
市
中
警
備
に
活
躍
し
、
当
時
の
江
戸

市
民
に
感
謝
さ
れ
た
「
新
徴
組
」
も
ま
た
、
幕
末
と
い
う
時
代
を
裏
か
ら
支
え
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
我
々
は
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

山岡鉄舟研究会
http://www.tessyuu.jp━山岡鉄舟の生き方を学ぶ研究会━

靖 国 神 社
正式参拝と史跡見学研究会

★集　　合　12：30　　　　　  靖国神社　参集殿
★正式参拝　13：00～13：30　靖国神社正式参拝
★特別例会
　　その１　13：45～14：30　三井権宮司ご講演（45分）
　　　　　　　　　　　　　　　（休憩）
　　その２　14：35～15：45　山本紀久雄研究発表（70分）
★史跡見学　16：00～17：30　靖国神社周辺史跡見学
　　【予定見学コース】
　　　１．小野家邸跡地
　　　２．東京大神宮
　　　３．北辰社牧場跡（榎本武揚屋敷跡地）
　　　４．新徴組屯所跡
★懇親会　　17：30～19：00
　　　　　　懇親会場「ダイニング彩」
　　　　　　アイガーデンテラス３F（裏面地図参照）

【日時】2009年（平成21年）6月14日（日）
　　　　13：00～17：30
【場所】靖国神社　参集殿
【参加費】正式参拝（初穂料）1,000円
　　　　　研究会参加費　　　1,500円
　　　　　　　　　　　　合計2,500円
　　　　※懇親会費別途　　　4,000円

【迷子になったら…】
　田中達也　TEL：090-4899-5973

四
、
「
新
選
組
」
と
、
も
う
一
つ
の
浪
士
組
「
新
徴
組
屯
所
跡
」



【
千
代
田
区
町
名
由
来
板
「
富
士
見
一
丁
目
」
】

　
昨
年
六
月
特
別
例
会
「
史
跡
見
学
」
時
、
ご
案
内
し
た
場
所
で
す
。

　
か
つ
、
一
昨
年
の
講
演
資
料
よ
り
抜
粋
、
第
二
十
一
代
飛
騨
郡
代
を
務
め
た
小
野
朝
右
衛
門
の
子
で
、
朝
右
衛

門
が
飛
騨
郡
代
に
任
じ
ら
れ
た
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
年
）
か
ら
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
年
）
ま
で
の
七
年
間
、

十
歳
か
ら
十
七
歳
ま
で
の
多
感
な
少
年
期
を
飛
騨
高
山
で
過
ご
し
た
が
、
嘉
永
五
年
七
月
、
鉄
太
郎
（
鉄
舟
）
は

両
親
の
相
次
ぐ
死
（
前
年
十
六
歳
の
時
、
母
・
磯
の
死
、
其
の
五
ヵ
月
後
に
父
・
朝
右
衛
門
の
死
）
で
、
飛
騨
高

山
か
ら
江
戸
へ
戻
っ
た
。

　
戻
っ
た
先
は
、
此
処
　
異
母
兄
の
小
野
鶴
次
郎
（
古
風
）
の
屋
敷
で
あ
り
、
鉄
太
郎
の
後
ろ
に
は
五
人
の
弟
が

連
な
っ
て
い
た
。
金
五
郎
、
忠
福
、
駒
之
助
、
飛
馬
吉
、
そ
れ
と
末
弟
の
務
は
二
歳
の
乳
飲
み
子
で
あ
っ
た
。

　
異
母
兄
で
あ
る
小
野
鶴
次
郎
の
屋
敷
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）
の
江
戸
切
絵
図
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
因
み
に
、
こ
の
安
政
三
年
（
一
八
五
六
年
）
の
切
絵
図
を
見
る
と
、
同
所
は
小
野
朝
右
衛
門
で
、
六
百
石
に

な
っ
て
い
て
、
切
絵
図
の
記
載
か
ら
鶴
次
郎
が
小
野
家
を
継
い
だ
こ
と
が
判
る
。

一
、
伊
勢
神
宮
の
神
々
を
祀
る
「
東
京
の
お
伊
勢
さ
ま
」

二
、
日
本
で
最
初
の
神
前
結
婚
式
を
行
っ
た
神
社

三
、
「
造
化
の
三
神
」
も
祀
ら
れ
て
い
る
縁
結
び
の
神
様

四
、
格
式
の
あ
る
東
京
五
社
の
ひ
と
つ
（
五
社
：
明
治
神
宮
、
靖
国
神
社
、
日
枝
神
社
、
大
國
魂
神
社
、

　
　
東
京
大
神
宮
）

　
江
戸
時
代
、
伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝
は
人
々
の
生
涯
か
け
て
の
願
い
で
し
た
。

　
明
治
の
新
国
家
が
誕
生
す
る
と
、
明
治
天
皇
の
ご
裁
断
を
仰
ぎ
、
東
京
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
の
遥
拝
（
よ
う

は
い
・
遥
か
に
遠
い
所
か
ら
拝
む
こ
と
）
殿
と
し
て
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
に
創
建
さ
れ
た
。

　
現
在
　
広
く
行
わ
れ
て
い
る
神
前
結
婚
式
は
、
当
社
の
創
始
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
も
神
前
に
お
い
て
伝

統
的
な
結
婚
の
儀
式
を
伝
え
る
。

　
ま
た
、
天
地
万
物
の
生
成
化
育
、
つ
ま
り
結
び
の
働
き
を
司
る
「
造
化
の
三
神
」
（
ぞ
う
か
の
さ
ん
し
ん
・

天
地
開
闢
の
始
め
、
高
天
原
に
現
れ
て
万
物
を
経
営
し
た
三
神
：
天
之
御
中
主
神
、
高
御
産
巣
日
神
、
神
産
巣

日
神
）
が
併
せ
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
　
縁
結
び
に
ご
利
益
の
あ
る
神
社
と
し
て
、
良
縁
を
願
う
若

い
人
た
ち
の
参
拝
も
年
々
多
く
な
っ
て
い
る
。

【
麹
町
区
飯
田
町
三
丁
目
の
榎
本
武
揚
邸
跡
地
】

　
江
戸
幕
府
が
崩
壊
し
て
明
治
に
な
る
と
、
江
戸
幕
府
を
支
え
て
来
た
幕
臣
は
静
岡
に
移
封
さ
れ
、
諸
大
名
の
江

戸
屋
敷
も
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
新
首
都
東
京
の
中
心
部
で
は
、
多
く
の
屋
敷
跡
が
廃
墟
と
な
っ
て
残
っ
て
い
た
。

　
そ
う
し
た
屋
敷
は
、
武
士
階
級
の
失
業
対
策
も
兼
ね
て
払
い
下
げ
ら
れ
、
農
業
の
ほ
か
に
酪
農
の
牧
場
と
し
て

利
用
さ
れ
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
に
は
、
既
に
都
心
部
に
七
軒
の
牧
場
が
在
っ
た
。

　
酪
農
そ
の
も
の
は
、
北
海
道
大
学
の
前
身
で
あ
る
札
幌
農
学
校
を
ル
ー
ツ
と
す
る
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、

同
校
の
開
校
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
だ
か
ら
、
東
京
の
酪
農
は
そ
れ
に
先
駆
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
戊
辰
戦
争
（
特
に
、
函
館
戦
争
）
で
有
名
な
榎
本
武
揚
（
天
保
七
年
・
一
八
三
六
年
〜
明
治
四
十
一
年
・
一
千

九
百
八
年
）
は
、
幕
府
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
、
西
洋
の
知
識
を
学
ん
で
帰
国
し
た
英
才
で
あ
り
、
旧
幕
臣

子
弟
の
た
め
　
此
処
に
「
北
辰
社
牧
場
」
（
千
余
坪
）
を
始
め
ま
し
た
。

　
最
盛
期
に
は
乳
牛
が
四
十
〜
五
十
頭
も
い
て
、
近
在
に
牛
乳
を
供
給
し
た
。

　
ま
た
、
東
京
農
業
大
学
の
前
身
で
あ
る
「
徳
川
育
英
会
育
英
黌
（
こ
う
）
農
業
科
」
の
創
設
者
で
も
あ
る
。

史
跡
見
学

　
ご
案
内
マ
ッ
プ

一
、
鉄
太
郎
、
飛
騨
高
山
か
ら
江
戸
へ
「
小
野
家
邸
跡
地
」

二
、
幸
せ
の
縁
を
結
ぶ
と
い
わ
れ
る
東
京
の
お
伊
勢
さ
ま

　
　
「
東
京
大
神
宮
」

三
、
酪
農
の
黎
明
を
訪
ね
て
「
北
辰
社
牧
場
跡
」

スタート！
靖国神社

★

★
東京大神宮

二

★北辰社牧場跡
三

★

富士見一丁目
町名由来板

一

新徴組屯所跡
四

このあたり
アップダウンあまりなし

下り坂

懇
親
会

　
会
　
場
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
彩
」

　
　
　
　
　
飯
田
橋
１
ー
10
ー
９

　
　
　
　
　
ア
イ
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
３
Ｆ

　
時
　
間
・
17
時
30
分
〜
19
時
00
分

　
参
加
費
・
４
０
０
０
円
（
料
理
・
飲
み
放
題
付
）

★

懇親会場
ダイニング彩


